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観光ボランティアガイド組織における
育成方法の簡略化

―富山県富山市を事例に―

富山大学人文学部人文学科
社会文化コース 人文地理学研究室
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Ⅰ はじめに

地域振興や地域活性化 地域資源を観光資源として活用

「人々の暮らしぶり」そのものが観光対象＝「空間の商品化」

自らが地域の魅力を外部に発信する活動が拡大

観光ボランティアガイド
３

観光客

地域住民

Ⅰ はじめに
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図1 日本における観光ボランティアガイドの人数と組織数推移
（2017年度観光ボランティアガイド団体調査結果より作成） ４

1980～1985年
個人ガイド協会
1985年～
行政関与
1994年～
急増

46,159人 1,693組織
男性＞女性

平均年齢65.1歳

Ⅰ はじめに

1970年代後半 英語圏で、ボランタリー・セクター研究

 前田(2011)は、今後、担い手をめぐる研究が重要

 アンケート調査では、
観光ボランティアガイド組織が抱えている問題

「後継者育成」84.5%

５
担い手、後継者に注目

Ⅰ はじめに

林ほか(2012)

「後継者育成」に注目し、観光ボランティアガイドの基本属
性や活動実態を分析。ガイド活動や人材育成方式が個人に与
えた影響を評価。

大規模組織（横浜シティガイド協会、約90名）を
主な研究の対象

全国平均の組織規模（10～20名）と違う

全国平均規模の組織を対象とした研究が必要
６
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Ⅱ 研究目的・仮説

後継者育成に注目し、富山県富山市で展開されている観光ボ
ランティアガイド組織における育成方法を明らかにする。

 林ほか(2012)の中の、その他の４組織は富山市と同規模
であり、その他の４組織の育成方法は簡略化が起きてい
た。
→富山市内の観光ボランティアガイド組織でも同様のこ

とが起きているのでは

研究目的

仮説

 林ほか(2012)では、簡略化の過程の記述なし
→簡略化の過程を記述する ７

Ⅱ 調査方法

調査方法 聞き取り調査
日時
2018年10月～11月 一人約1～2時間
対象
富山市内観光ボランティア組織の各代表 8名
富山市観光ボランティアグループ紙ふうせんのメンバー2名
内容
構成人数、年齢、設立年、発足の経緯、客層、活動状況、

ガイド募集方法、知識習得形態、活動参加契機、個人的な知
識習得機会、リーダー引き継ぎ ８

Ⅱ 調査方法

図2 富山市内の観光ボランティアガイド組織分布図（富山市ホームページより作成）
９

ID 名称 所在地 

A 富山市観光ボランティアグループ紙ふうせ

ん 

富山市中心市街地 

B 岩瀬案内グループ 岩瀬地区 

C 富岩運河かたりべの会 富岩運河環水公園周辺 

D 越中八尾風の案内びと 八尾地区 

E 立山山麓観光ボランティアガイドうれの会 立山山麓一帯 

F 観光ボランティアガイドあねくら姫の会 大沢野・細入地区 

G 婦中町観光ボランティア 婦中地区 

H 上滝地区観光ボランティアガイドの会 上滝地区 

 

図3 富山県市町村別観光ボランティアガイド組織数
（富山県ホームページ，各市町村ホームページより作成）
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Ⅱ 調査方法
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Ⅲ 調査結果
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人数 10～20名
年齢 65歳以上

少人数グループの案内増加
ガイド料金 6／8組織が徴収
英語可 2組織のみ

Ⅲ 調査結果
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全ての組織が、徒歩・ウォーキングによって各地域内を巡る形態をとって
いる

カテゴリ A B C D E F G H
自然資源 ○ ○ ○ ○

有形文化財 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無形文化財 ○ ○ ○
観光スポッ

ト案内
○ ○

史跡巡り ○
場所・旧所

全般
○ ○ ○ ○ ○ ○

展示物 ○
特定人物 ○ ○

体験 ○ ○

表1 富山市の観光ボランティアガイド組織の対象資源の有無
（TOYAMANET、聞き取り調査より作成）
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Ⅲ 調査結果

発足要因 A B C D E F G H
行政 〇 〇 〇 〇
観光地 〇 〇 〇
イベント 〇
知識 〇

表2 発足要因（聞き取り調査より作成）

発足経緯は行政要因が50%

A:紙ふうせん B:岩瀬案内グループ C:富岩運河かたりべの会
D:風の案内人 E:うれの会 F:あねくら姫の会 G:婦中町観光ボ
ランティア H:上滝地区観光ボランティアガイドの会
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Ⅲ 調査結果

発足要因 組織 方法

行
政

A 広報，口コミ
C 広報，口コミ
F 張り紙，口コミ

G 広報，口コミ

観
光
地

B 口コミ，会合で呼びかけ

D 口コミ
E 口コミ，イベント参加者に呼びか

け

イ
ベン

ト
・

知
識 H 口コミ，チラシ，回覧板

表3 発足要因別募集方法（聞き取り調査より作成）

A:紙ふうせん B:岩瀬案内グループ C:富岩運河かたりべの会
D:風の案内人 E:うれの会 F:あねくら姫の会 G:婦中町観光ボ
ランティア H:上滝地区観光ボランティアガイドの会 14

Ⅲ 調査結果
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表4 加入時の研修について

A:紙ふうせん B:岩瀬案内グループ C:富岩運河かたりべの会 D:風の案内人
E:うれの会 F:あねくら姫の会 G:婦中町観光ボランティア
H:上滝地区観光ボランティアガイドの会

組織 発足時メンバー 途中加入メンバー
A 1年前

既存メンバーのガイドに同行

B 4か月前
C ガイド開始と同時
D ガイド開始と同時
E ガイド開始と同時
F 約3年前
G ガイド開始と同時
H 1,2か月前

・座学
・現地研修

簡略化

なし

Ⅳ 考察
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 ある程度ガイド数存在
 知識がない人が大多数

 1、2名程度→研修なし
 知識なし 実際のガイドに同行し、

ガイド方法を習得

育成方法が簡略化されている仮説

観光資源に関しての知識習得機会 少

組織発足時加入

途中加入

座学・研修実施→

Ⅳ 考察
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• 月に一度の定例会で行われる研修会

• 発足時に行われる研修会
• 月に一度の定例会で行われる研修会

知識習得方法

組織発足時加入

途中加入

個人的な
知識習得機会

個人的な
知識習得機会

個人的な知識習得
機会の比重 大

Ⅳ 考察
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＜主な講座＞
• 富山市観光ボランティア協議会による年2、3回の研修会
• 富山市民大学の講座
• 富山県の認定ガイド（とやま観光未来創造塾）講習

「観光ガイドコース（中級専攻）」

個人的な知識習得

• 図書館等で学習
• 講座受講
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Ⅴ おわりに
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育成研修が省略
↓

各ガイドの個人的な知識習得が重要

ガイドの学習機会を提供することが
今後の組織形成につながる

発足時加入メンバーと途中加入メンバーの育成方法に差がある
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